
　　広島・長崎。2つの被爆地で、被爆者認定を巡り大きな格差が生まれている。2022
年度から運用が始まった新審査基準により、広島では爆心地から約40キロ離れた場所
でも「黒い雨」にあった人は被爆者と認められるようになったが、長崎は対象外。
被爆地域は南北12キロ・東西7キロと狭い。格差はなぜ生まれているのか？その問題
の核心に「爆撃による直接の被爆は認めるが、100ミリシーベルト以下では被曝の影響
はない」とする日本政府の低線量被曝、内部被ばくを認めない姿勢があるのではな
いか？この問題を皆様と共に考えたいと思います。
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夏空の灰
被爆体験者は何者か？

ハカルワカル広場は「311子ども甲状腺がん裁判」の原告支援をしています。原告たちはがんと闘い、被告の東電
と闘い、経済的にも困窮しています。どうぞご支援をお願いいたします。ご賛同の方は下記へお振込みください。

銀行名：みずほ銀行八王子支店　口座番号：3160609　口座名：八王子市民放射能測定室311子ども甲状腺がん裁判原告支援金

ご支援をお願いします!

ハカルワカル広場はボランティアと
維持会員の会費で運営されています。

白石 草 （ジャーナリスト、OurPlanet-TV代表）
3.11以降、福島原発事故後の取材に注力。著書に『ルポ チェルノ
ブイリ28年目の子どもたち』（2014年、岩波ブックレット）他。
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